
　庁舎内に流れる出場指令や警防情報音声など、声を聞いたこと
はあるけど、どんな業務をしているのかなんとなく知らないし
な・・・、あんまり関わりないし興味はあるけど聞きにくいな・・・。
　そんな指令情報センター業務に対する疑問や質問などにざっく
ばらんに回答し、指令情報センターをさらに理解していただくた
め「Another Voice」を掲載します。

「指令情報センターの役割」
公式 YouTube にて放映中！

Vol.10 －高所カメラ情報収集システムについて－

藤原　　晃

仕事とプライベートの両立(二刀流)を
目指す期待の大型新人(新婚)

司令課　指令情報センター
消防士長
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高所カメラからの映像

指令情報センター内の高所カメラ映像

　目玉焼きには何の調味料をかけますか？私はソース派ですが、 醤油派を否定する訳ではありません。 しかし、

どちらが良いかといわれるとソースを選びます。 全国的には圧倒的に醤油派が多く、 ソース派は特に関西地方

で多く見られるそうです。 中にはケチャップやドレッシングなどをかける方もいます。 人それぞれ好みは異なりま

すので、 一人ひとりの個性を認めることで、 醤油派とソース派が理解しあえる日が、 いつかくることでしょう。

　こういった気軽な話題で意見を伝え合うのも、 良い会話のトレーニングになるかもしれませんね。

担 当 者 T よ も や ま 話の

　こんにちは、高度専門教育訓練センター人材育成担当です。

　このコーナーでは人材育成を推進するにあたり、指導をする上で役立つ「ヒント」を掲載しています。

皆さまの指導者としての能力向上にむけ、職場でのより良い人材育成につながることを願っております。

ー　伝えるちからとは　ー

　自分の考えや意見、 知識などを他者に正確に伝えるコミュニケーション能力のことです。 話上手な人も

苦手な人も、 職場やプライベートなどのあらゆる場面で、 円滑に自らの考えを伝えることができれば良い

ですね！

　でも、 聞き手が負担と感じるような伝え方 （声量 ・スピード・ 表情など） では、 相手に上手く伝わらな

いかもしれません。 ここでは、 指示命令や指導助言を行う日々の業務で必須となるスキル、 言葉 （会話）

で伝える能力にフォーカスし、 みなさんと考えていきたいと思います。

◎ 上手く伝えられない人の特徴

◎ 伝える力がある人の特徴

根拠がある会話

　会話に根拠 （客観的事実 ・ 一般論 ・ルールなど） を用いると、 相手が理解しやすくなり、 説得力

をもたせることができます。 ただその根拠となる事柄は、正当性が求められます。 自らの「偏見」や「先

入観」 を含めることは控えなければいけません。 客観的なデータから論理的に判断した結論を示す

ことで、 はじめて説得力のある説明 「伝わる内容」 となります。

　特に職場で指導する場面では、 相手を説得するために強引な論理付けを行っていないか注意が必

要です。 日頃から客観的な視点で物事を判断する意識を持っておきましょう。

Vol.8

伝えるちから

① 何を伝えたいのかわからない　　② 自分の言いたいことだけを話す　　③ 伝えることに必死

上記の３点に心当たりのある方は以下の特徴を意識してみましょう！

　 相手の理解度に話を合わせられる。

　 伝えたい内容を明確に理解している。

　 話の道筋を立てて論理的に話している。

　 一方通行で話さない。

　 記憶に残りやすい言葉を選んでいる。

　 聞き手に共感しながら話している。

　 相手の反応によって伝え方を変えている。

　 「たとえ話」 がわかりやすい。



第19回　災害現場の安全を支える新資器材

災害現場での活動を支える「警防部 警防課」。
「ケイボウタイムズ」では、毎号、警防課の各担当によ
る「この時期だから伝えたい」旬なネタを掲載するほか、
警防課が取り組む施策や事業についてお伝えします。

災害現場での活動を支える「警防部 警防課」。
「ケイボウタイムズ」では、毎号、警防課の各担当によ
る「この時期だから伝えたい」旬なネタを掲載するほか、
警防課が取り組む施策や事業についてお伝えします。

～警防課の「いま」を伝える～

警防課〈本部特別高度救助隊〉
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令和 6 年奥能登豪雨の現場（左）。土砂面上方側
の岩に照射して、土砂崩れの有無を監視している。

写真1　塚田川の河川状況を可視化したオルソ画像

写真 2　建物崩壊・土砂監視センサー

航空写真

オルソ画像
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今回のテーマは 「 誤搬送 」
（救急部救急課）

　このコーナーでは、「安全文化の醸成と安全管理の徹底」を図ることを目的に、消
火・救助・救急など過去の負傷事例を振り返り、事例からの学びについて紹介していき
ます。ここで紹介する内容が、皆さんの日々の活動に役立ち、プロフェッショナルとして
の安全意識をさらに高める一助となることを願っています。
　今回は、症状の悪化や専門的治療開始の遅延を招く可能性のある、誤搬送について
紹介します。

　過去の事例からも分かるように、誤搬送を防ぐためには、日常的に以下のような確認を
行うことが重要。

● 誤搬送発生防止策
　①機関員とのダブルチェック（発信時及び病院決定時）
　②発信前画面での病院名の確認
　③通話冒頭での医療機関名の確認
　　似ている医療機関名の病院があるため、発信時は注意する。      
　　（△△区の〇〇病院ですか？）
　④通話終了後の発信履歴の確認

※発信時に機関員へ搬送連絡実施病院を伝えることで、円滑な搬送経路の選定が
　可能となり、 交通事故防止にもつながる。

　上記の誤搬送発生防止策を確実に実践するためには「習慣化」が大切です。
　普段からの行動を習慣化することで間違いや抜けが発生した際の違和感に
　気づくことができ、誤搬送などを未然に防ぐことができます。

　

▼（参考）誤搬送を防ぐことができた事例　
　小隊長が傷病者横で搬送連絡を実施。機関員は運転席に乗車。小隊長は日常的に搬送連絡開
始前に搬送連絡実施医療機関名を機関員に口頭で伝えてから搬送連絡を実施しており、本事案も
同様に実施していた。搬送先が決定し出発前に小隊長が機関員に再度搬送先病院を口頭で伝えた
ところ、搬送先病院の相違が確認でき、誤搬送を未然に防ぐことができた。（小隊長はA病院に搬
送連絡していたが、機関員はB病院に搬送連絡していると思い込んでいた。）（インシデントレポート
から抜粋）

　胸痛の傷病者を対応していた救急隊は、Ａ病院へ搬送連絡をすることになった。しかし、通話開始
前の連絡先の確認を怠り、誤ってＢ病院へ連絡を（A病院へ連絡していると思い込み）行い、通話終了
後の発信履歴確認も失念したため、誤りに気付かずＡ病院へ搬送。到着後に、実際はＢ病院に連絡し
ていたことが判明した。そのため、一旦、Ａ病院で初期対応を行い、その後、Ｂ病院に転送となった。

　A病院を経由後、B病院への搬送となり、A病院で初期対応は実施さ
れたが、本来の病院到着時間より遅延した。そのため、専門的治療開
始の遅れにつながる可能性もあった。このような場合、病院到着遅延
により症状が悪化するリスクがある。また、消防行政に対する信用失
墜にもつながる。

例
事
の
去
過

　当局では「Quick Study」で過去の事例を学び、「インシデントレポート」で自身の活動を振り返りなが
ら、発生原因や改善策を考える機会を設けることで、危機管理能力の向上を図っています。
　誤搬送は、隊全体で救急活動要領に従い、ダブルチェック等を行い全員で確認し合うことで多角的に
アクシデントを防ぐことができます。活動方針や危険因子の情報共有のための「ブリーフィング」を行い、
事故発生防止に努めていきましょう。

び
学
の
ら
か
去
過

に
ご
い
さ

誤搬送発生
防止策動画

誤搬送による影響

② ③ ④

エ
ナ
ソの

室
教

　このコーナーでは、 日常生活の中

で遭遇する突然の災害に対して、 ど

のようなソナエが必要か、 皆さんに

わかりやすくお伝えしていきます。

　いざという時のために、 一緒に学

んで備えましょう。

今回は…

停電（暗中）

へのソナエです

　地震などの自然災害が起こると、停電が発生することがあります。
　2018年６月の大阪北部地震では大阪府広域で停電が発生しました。
　もし・・・夜間に停電が発生すれば、周囲はたちまち暗闇に包まれてしまいます。
　暗闇での避難は、壁や家具などにぶつかったり、転倒したり、割れたガラスでケガをするなど危険がいっぱ
いです。突然の暗闇への備えはできていますか？

市民消防教室では、暗闇が体験でき、火災の時や自然災害による停電など、煙や暗闇で視界が見通せない中を安全
に避難する方法が学べる「暗中体験日」を開催しています。
阪神淡路大震災の被災経験がある方は体験後に、「まさにこんな感じでした！」と仰っていました。
何も見えない真っ暗闇の臨場感を体験し、暗闇での安全な行動を学んでください。
今年度は、令和８年２月13日（金）開催予定となっています。（※大阪市に在住・在勤・在学している方が対象です。）
市民消防教室の詳細については、大阪市消防局ホームページにてご確認いただけます。

暗闇では、自分がどこにいる
のか、どの方向に向いている
のか、が分からなくなるの
で、壁伝いに確認しながら慎
重に歩こう！

災害状況によっては、速やかに安全な場所まで避難す
る必要があります。
避難場所までの道も暗闇かもしれないので、事前に避

難場所や避難ルートを確
認しておこう！
家族など複数人で避難す
る場合は、声をかけ合い、
自分達の位置を確認しな
がら、肩を持って、はぐれ
ないように行動することも
大切。

障害物や飛散物、階段など
で転倒や転落しないように
状況を確認しながら、すり足
で歩こう！

今すぐ出来るソナエ

暗中での行動を確認

暗中で避難するときは… 屋外も暗闇

整理
整頓

スリッパの
準備

明かりの
　　確保

暗闇の中での避難時に、つまづ
いて転倒しないよう、日頃から
整理整頓に努めよう！
特に廊下や階段には荷物など
を置かないようにしよう。

停電時に自動点
灯する懐中電灯
を兼ねたタイプ
が有効。

暗闇でもすぐに
取り出せるよう、
場所を確認して
おこう！

懐中電灯
ランタン 足元灯

地震の場合は、割れたガラスな
どが散乱しています。
スリッパや靴など、暗闇の中で
も、すぐに履けるように備えて
おこう！

「壁伝いに歩く」

「すり足で歩く」

万が一に
備えて

大阪市消防局ホームページ
「市民消防教室について」

みんなで学ぼう



―
―

る
す
関
に
等
状
症
の
ら
か
民
府
、
は
で
談
相
療
医
急
救
　

ト
ロ
プ
定
判
度
急
緊
の
用
専
が
師
護
看
、
て
し
対
に
談
相

１
て
じ
応
に
要
必
、
し
断
判
て
い
用
を）
順
手
応
対
（ル
コ

ン
ミ
イ
タ
の
診
受
関
機
療
医
は
く
し
も
、
送
転
へ
番
９
１

す
ま
し
言
助
を
等
グ

）
１
図
（

約
は
年
昨
。

21

談
相
の
件
万

。
た
し
ま
り
あ
が

と
も
を
域
地
信
発
の
者
談
相
、
は
で
内
案
関
機
療
医
　

て
し
内
案
を
関
機
療
医
急
救
の
り
寄
最
な
能
可
診
受
、
に

約
年
昨
、
は
て
い
つ
に
ら
ち
こ
。
す
ま
い

10

用
利
の
件
万

る
す
関
に
児
育
・
護
介
、
進
増
康
健
、
法
方
療
治
や
方
い

に
ら
れ
こ
、
し
か
し
。
ん
せ
ま
い
て
し
応
対
は
に
等
談
相

３
約
は
に
中
年
６
和
令
、
り
あ
数
当
相
は
談
相
る
す
当
該

。
た
し
ま
り
上
に
件
万

34

件
万

す
ま
い

）
２
図
（

 

。
す
ま
い
て
え
考
と
る
あ
も
で

約
談

21

急
救
「て
い
つ
に
件
千
４
万
２
約
、
ち
う
の
件
万

本
、
ち
う
の
そ
。
す
ま
い
て
れ
さ
断
判
と」
要
必
が
送
搬

話
通
へ
番
９
１
１
に
ち
直
、
で
え
う
た
得
を
意
同
の
人

、
症
重
、
れ
さ
送
搬
急
救
り
よ
に
ム
テ
ス
シ
る
す
送
転
を

約
は
合
割
の
方
た
れ
さ
断
診
と
症
等
中
は
く
し
も

20
％る

す
在
潜
、
が
ム
テ
ス
シ
本
、
は
と
こ
の
こ
。
た
し
で

考
と
る
あ
で
果
結
る
い
て
し
与
寄
も
に
護
救
の
者
傷
重

。
す
ま
い
て
え

一
、
も
て
い
つ
に
制
抑
の
動
出
急
救
の
急
不
、
た
ま
　

阪
大
（体
全
数
件
場
出
急
救
。
す
ま
れ
ら
見
が
果
成
の
定

21

約
は
年

60

低
に
々
徐
、
後
の
そ
。
た
し
で
値
い
高
と
％

は
に
年
６
和
令
、
果
結
た
し
下

56

す
ま

）
３
図
（

助
一
の
制
抑
場
出
急
救
の
急
不
、
が
ス
イ
バ
ド
ア
と
ジ 　

る
す
進
推
を
用
利
正
適
の
療
医
急
救
で
内
府
阪
大

は
院
病
急
救
の
く
近
「
」
？
か
の
い
い
が
方
だ
ん
呼

府
阪
大
、
を
談
相
話
電
の
等
」
？
か
の
る
あ
に
こ
ど

ら
か
域
全
内

24

で
下
の
督
監
師
医
、
日
５
６
３
間
時

も
員
職
防
消
、
り
お
て
け
付
け
受
が
師
護
看

24

間
時

。
す
ま
い
て
し
駐
常

。
す
ま
し
察
考
て
い
つ
に
義
意
の
そ
、
に
も
と
と
る

119転送通報必要

今すぐ受診必要
（救急車以外）

これから受診必要
(６時間が目安)

当日 or 翌日以降
に受診必要

現時点で受診必要
なし

医療機関案内

9.7％
33,728件

60.7％
210,955件

29.6％
103,043件

7％
24,485件
※救急医療相談に
　含む

救急車が必要

救急医療相談

その他

図１　緊急度の判定（プロトコル）

赤
（緊急）

橙
（準緊急）

黄
（低緊急）

緑
（非緊急）

白
（非緊急）

図２　令和６年着信件数の内訳

全着信件数
347,726件
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図３　救急搬送人員における軽症率の推移
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